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人が輝き　まちが輝き　明日に輝く　やまつり町
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【特集】(p2~9)

新たなシンボル保健福祉センタ－
【まちの財政状況】（p10~11)

平成 29 年度下半期財政公表

【矢祭人　まちのかがやく人・頑張る人 VOL.50】（p21)

豊かな里推進プロジェクト代表　小室雅喜さん

【地域おこし協力隊活動日誌 VOL.8】（p14 ～ 15)

Main presenter 青樹隊員
【New Face】（p18)

平成 30 年 4月 1日付新採用職員紹介

Photo
カンガルーくらぶのボールプールで
かわいい笑顔を見せる女の子
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石井地域のシンボルであった矢祭町立石井小学校が閉校して３年が経過しました。

その校舎を改築し、平成 30 年３月に完成を迎えた矢祭町保健福祉センター。

今月号では、旧石井小学校に代わって地域の新たなシンボルとしてこの４月に開所し、

今後、健康づくりの拠点としての機能が期待されるこのセンターについてお伝えします。

　

旧
石
井
小
学
校
を
改
築
し

て
、
準
備
を
進
め
て
き
た
矢

祭
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、
４

月
２
日
（
月
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
古
張
允
町
長
、
齊
藤

登
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
金

澤
健
至
矢
祭
福
祉
会
理
事
長

代
理
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
旧
石
井
小
学
校
に
代

わ
る
地
域
の
新
た
な
シ
ン
ボ

ル
が
誕
生
し
、
こ
こ
に
開
所

を
迎
え
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
４
月

号
で
も
お
伝
え
し
た
通
り
、

こ
れ
ま
で
役
場
で
業
務
を

行
っ
て
い
た
福
祉
グ
ル
ー
プ

介
護
保
険
担
当
と
、
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
業
務
を
行
っ

て
い
た
健
康
グ
ル
ー
プ
の
保

健
師
並
び
に
管
理
栄
養
士
が

異
動
し
、
新
た
に
「
健
康
づ

く
り
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
同
様
の
業
務
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
矢
祭
福
祉
会
に
委

託
し
て
い
る
矢
祭
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
矢
祭

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
介
護

保
険
事
業
以
外
）
も
セ
ン

タ
ー
内
に
移
動
し
、
業
務
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
高
齢
者
福
祉
に
つ
い

て
の
相
談
か
ら
解
決
ま
で
が

こ
の
施
設
で
済
む
よ
う
に
な

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
セ
ン
タ
ー
内
に

は
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
や
乳
幼
児
健
診
等
で
使
用

す
る
健
診
室
、
調
理
室
、
図

書
室
、
子
育
て
支
援
事
業
の

カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
も
設
置

し
て
あ
り
、
乳
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
健
康
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

へ
の
進
入
は
、
今
秋
に
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
が
完
成
す
る
ま

で
の
期
間
、
旧
石
井
小
学
校

の
校
門
に
繋
が
る
道
路
を
使

用
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

乳児から高齢者までの健康づくり拠点がオープン

OpenOpen
【特集】新たなシンボル

保健福祉センター
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保健室
トレーニング
ルーム 会議室2 相談室 地域包括

支援センター

社会福祉
協議会 相談室

2

相談室
1 玄　関

▲

▲

▲事務室
（町民福祉課健康づくりグループ） 健診室1 健診室2

談話室

カンガルー
   くらぶ

会議室1 調理室大会議室倉　庫図書室

エントランス
ホール

▶矢祭町保健福祉センター案内図

　各文化・スポーツ・ボラン
ティア団体等が役員会や総会
を行えるほどの広さがある会
議室。一般貸出も予定されて
います。

■大会議室

松の木

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
を

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す

ご
案
内
い
た
し
ま
す

センター開所日時等

■開所日
　月曜日～金曜日
　（祝日・年末年始などを除く）

■開所時間
　午前８時３０分～午後６時
　（＊町民福祉課健康づくりグループ、矢祭
　 町社会福祉協議会、矢祭町地域包括支援
　 センター）

■その他
　図書室をご利用希望の方は町民福祉
　課健康づくりグループにお声かけく
　ださい。

■問い合わせ
　・町民福祉課健康づくりグループ
　　☎　４６-４５８１
　　FAX ４６- ３４７４
　・矢祭町社会福祉協議会
　　☎　３４-１０５０
　　FAX ３４- １０６０
　・矢祭町地域包括支援センター
　　☎　４６-３７７０
　　FAX ４６- ３５２３

　学習スペースなども設置さ
れている図書室。保健福祉セ
ンターの開所時間内（午前８
時３０分～午後６時）であれ
ば利用することができます。

■図書室

　個別相談や産前産後サポー
ト事業として、妊娠中から産
後のお母さんからの相談を受
けるための部屋にもなってい
ます。

■保健室

　乳幼児健診や乳がん検診、
子宮頸がん検診などの際に使
用される部屋。２つの部屋は
カーテンで仕切れるように
なっています。

■健診室１・２

　乳幼児健診の際の離乳食調
理や親子食育講座での調理、
食改善推進員「スプーンの会」
による調理実習などで使用さ
れる部屋です。

■調理室

　センターの中央に位置し、
各種案内板が掲示されていま
す。また、血圧測定器も設置
されておりますのでお気軽に
ご使用ください。

■エントランスホール

【特集】新たなシンボル

保健福祉センター
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町民福祉課健康づくりグループ矢祭町地域包括支援センター

高
齢
者
の
暮
ら
し
を

支
え
る
総
合
窓
口
で
す

　

４
月
よ
り
矢
祭
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
移
り
ま
し
た
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、医
療
・

介
護
・
福
祉
な
ど
の
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
支
え
る
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
そ
ろ
い
、
い
ろ
い
ろ
な
相

談
や
手
続
き
、
交
流
、
社
会
参

加
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
窓

口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

と
そ
の
ご
家
族
、
支
援
す
る
地

域
の
み
な
さ
ん
、
ど
な
た
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　妊娠期から子育て期には、母

子保健事業（乳幼児健診や家庭

訪問等）のほかこども・子育て

支援事業（カンガルーくらぶ等）

も行われています。

　このような事業を、一体的に

支援が必要な親子に対して情報

提供したり、支援プランをつく

りながら相談に応じたり、関係

機関と連絡調整するのが子育て

世代支援センターです。妊娠・

出産・産後に関する相談から、

子どもの成長や発達。育児（栄

養や予防接種）に関する相談に

保健師や栄養士が応じます。一

人で悩まず相談してください。

矢祭町子育て世代包括支援センター

～高齢者のみなさんに関するさまざまな相談を受け付けます～
ご自宅に訪問することもできますので、まずはお電話ください。

矢祭町地域包括支援センター☎０２４７-４６- ３７７０（保健福祉センター内）

▲母子健康手帳などの子育てに関する
書類等を配布し、説明をする子育て世
代包括支援センター担当職員。

健康の保持・増進や
介護保険関係はこちら

　

矢
祭
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
新
設
さ
れ
た
健
康
づ
く
り

グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
れ
ま
で
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
内
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
が
行
っ
て
き
た
町

民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
関

わ
る
仕
事
と
役
場
庁
舎
内
介
護

保
険
担
当
が
従
事
し
て
き
た
介

護
保
険
に
関
す
る
仕
事
を
主
な

業
務
と
し
て
い
ま
す
。（
左
記

表
参
照
）

　

ご
不
明
点
や
詳
細
に
つ
い
て

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■健康増進に関すること
・母子保健事業に関すること（母子健康手帳交付等）
・児童虐待に関すること
・予防接種に関すること
・特定健診および特定保健指導に関すること
・がん検診に関すること
・健康増進事業（栄養・運動等の健康教育、健康相談等）

■介護部門に関すること
・介護保険の申請・認定
・ 介護保険事業の運営（介護保険サービス費用の支払等）
・介護予防事業
・介護事業所の指定
・高齢者に対する福祉事業（温泉サロン・オムツ券等）

■問い合わせ
町民福祉課健康づくりグループ☎４６-４５８１

主な業務内容

要介護認定の結果が『非該当』
になりました。ただ、ひとり
暮らしということもあり、何
かと生活は不便で、あまり体
力にも自信がありません。

＊上記の例以外にも、介護予防に取り組みたい・介護について話したい・財産管理について・虐待について・
認知症について・消費者トラブルについてなどのご相談も受け付けています。

最近、夫の体がずいぶん弱っ
ています。夫婦ふたり暮らし
なので私の手に負えないこと
も多く、介護保険の利用を考
えているのですが、どうした
らいいですか？

➡

➡

○要介護認定申請の相談
○要支援１・２の方の
　介護予防ケアプラン作成

○町が行う総合事業の
　相談に応じます
訪問サービス（ヘルパー）
通所サービス（デイサービス）

ご相談の例　■介護保険について

【特集】新たなシンボル

保健福祉センター
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1_ ４月９日に行われた「カンガルーくらぶ」開所式／２_お子さんと一緒にお昼を食べたりできる休憩室／３_「カンガルーくらぶ」にあるおもちゃで遊ぶ

親子とスタッフ／４_「カンガルーくらぶ」に設置されているボールプールで遊ぶ女の子／５_「カンガルーくらぶ」に参加した際に気軽に会話を交わすお

母さんたち／６_「カンガルーくらぶ」にあるおもちゃで遊ぶ男の子／７_カンガルーくらぶのスタッフとおもちゃで遊ぶ男の子と親子

１

矢祭町社会福祉協議会

　

矢
祭
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

介
護
部
門
（
訪
問
介
護
事
業
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
）
を
除
く

法
人
部
門
が
矢
祭
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
ま
し
た
。

　

法
人
部
門
で
は
、
生
活
困
窮

者
支
援
と
し
て
生
活
福
祉
資
金

貸
付
事
業
、
生
活
援
助
資
金
、

高
額
療
養
費
貸
付
事
業
、
歳
末

た
す
け
あ
い
に
よ
る
配
分
事

業
、
ま
た
相
談
事
業
と
し
て
弁

護
士
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
事

業
、
高
齢
者
支
援
と
し
て
温
泉

サ
ロ
ン
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

開
催
、
障
が
い
児
者
支
援
と
し

て
身
障
者
福
祉
会
矢
祭
町
分
会

の
運
営
、
県
障
が
い
者
体
育
大

会
へ
の
参
加
、
子
育
て
支
援
と

し
て
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
や
各
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
登
録
や
斡
旋

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　山村開発センターには、矢祭

町社会福祉協議会の訪問介護事

業所、居宅介護支援事業所が移

動しました。

　訪問介護は登録ヘルパー９名、

職員２名で高齢者の介護認定を

受けている方、障がい者の方で、

在宅でのサービスを希望される

場合において身体介護や生活援

助のサービスを行っています。

　居宅介護支援事業所は、ケア

マネージャー 4名で事業を行っ

ており、要介護１から要介護５

と判定された方のサービス利用

に関してケアプランを作成し、

事業者との調整を行い、様々な

在宅サービスを組み合わせ利用

者が安心した日常生活が送れる

ために支援します。
▲山村開発センター内に移動した訪問
介護・居宅介護支援事業所の事務室。

訪問介護・居宅介護支援事業所は山村開発センターへ

■問い合わせ

　矢祭町社会福祉協議会（訪問介護事業所・居宅介護支援事業所）

　☎３４-１１２２（山村開発センター内）

法人部門が
センターへ移動
■問い合わせ

矢祭町社会福祉協議会

☎３４-１０５０（保健福祉センター内）

　
「
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
」
は
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
と

し
て
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
子
さ
ん

が
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
お
話
し
し
た
り
し
て
楽
し

く
過
ご
す
場
所
、
育
児
な
ど
の

悩
み
を
ス
タ
ッ
フ
に
気
軽
に
相

談
で
き
る
場
所
、
育
児
情
報
が

わ
か
る
場
所
で
す
。

　
「
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
」
で

は
、
月
に
１
回
、
保
育
士
に
よ

る
手
遊
び
・
製
作
、
季
節
の
行

事
な
ど
の
様
々
な
遊
び
の
紹
介

や
子
育
て
に
役
立
つ
講
座
を
行

う
「
カ
ン
ガ
ル
ー
講
座
」、
毎

月
第
２
金
曜
日
に
は
、「
手
の

ひ
ら
の
会
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
」、「
誕
生
会
」、「
公
園

で
遊
ぼ
う
デ
ー
」
な
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

実
施
日
や
時
間
、
場
所
な
ど

の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、

上
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
つ
ど
い
の
広
場

「
カ
ン
ガ
ル
ー
く
ら
ぶ
」

■実施日時
　毎週月・火・水・金曜日（午前10時～午後3時）
■場所
　矢祭町保健福祉センター（カンガルーくらぶ室）
■対象者
　保育園に行っていない乳幼児とその母・祖母
■問い合わせ
　☎３４-１０５０（保健福祉センター内）

2

6

3

7

5

4

【特集】新たなシンボル

保健福祉センター
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地方自治法並びに町条例の規定に基づき平成
29 年度下半期（平成 29 年 10 月～平成 30 年 3
月）における補正予算状況、基金、町有財産及
び町債の状況についてお知らせします。

●より良い町づくりを目指して基金を有効活用

■一般会計・特別会計予算状況　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　     　　　　　　　　　　　　　  　　

会計名
９月
定例会後
の予算額

９月
専決

10 月
臨時会

12 月
専決

12 月
定例会

１月
専決

２月
専決

３月
定例会

３月
臨時会

３月
専決

平成
29 年度
最終予算

一般会計 4,457,687 5,866 68,906 3,000 △ 84,295 13,349 財源振替 302,093 46,836 △ 5,485 4,807,957

特

別

会

計

国保 861,316 0 0 0 2,558 財源振替 0 △ 31,626 566 0 832,814

工場 3,165 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,165

宅造 6,444 0 0 0 0 0 0 △ 4,000 0 0 2,444

農集排 29,033 0 0 0 0 0 0 0 0 0 29,033

介護 599,549 0 0 0 1,035 0 0 △ 8,504 △ 3,245 40 588,875

後期高齢 140,141 0 0 0 3,671 0 0 △ 977 0 0 142,835

霊園 1,305 0 0 0 0 0 0 0 525 0 1,830

　合　計 6,098,640 5,866 68,906 3,000 △ 77,031 13,349 0 256,986 44,682 △ 5,445 6,414,398

区　分 土地（地積） 建物（延床面積）

行

政

財

産

本庁舎 3,168 1,300

その他の

行政機関

警察（消防施設） 848 ‐
その他の施設 ‐ ‐

公共用財産

学校 54,188 11,971
公営住宅 19,157 6,761
公園 22,722 ‐
その他の施設 128,199 20,559

山林 ‐ ‐

その他 ‐ ‐

計 228,282 40,591

普

通

財

産

宅地 102,189 9,531

田畑 3,151 ‐

山林 3,345,172 ‐

その他 23,996 ‐

計 3,474,508 9,531

合計 3,702,790 50,122

区　　　　分 平成 28 年度 平成 29 年度 増　減 基　金　の　説　明

財政調整基金 1,976,284 2,126,805 150,521 大幅な減収や災害の発生等に備えるための基金

減債基金 490,408 168,677 △ 321,731 町債の繰上償還財源のための基金  

復興基金 16,936 0 △ 16,936 震災復興財源として県より交付され創設した基金

東日本大震災復興交付金基金 0 0 0 ニュータウンの法面補強事業のため、国の交付金で創設した基金 

21. ふるさと人づくり基金 110,081 103,518 △ 6,563 町民の人材育成事業のための基金 

ふるさとづくり基金 10,098 11,900 1,802 総合計画を基にした豊かな町づくりのための基金 

福祉基金 464,425 464,469 44 高齢者事業のための基金 

地域産業振興基金 300,136 300,208 72 農林水産業、商工観光業振興のための基金   

地域振興基金 64 64 － 地域における福祉活動等のための基金  

土地開発基金 99,870 99,873 3 公共の利益のための取得事業の基金   

ふるさと水と土保全基金 10,391 10,392 1 土地改良施設事業のための基金  

髙田基金 103,499 103,508 9 未来を担う子供たちの人材育成のための基金  

もったいない図書館基金 1,138 1,138 － 図書館の設備資金のための基金 

学校基金 13,619 15,540 1,921 小・中学校校舎等施設整備事業のための基金   

合　　　　計 3,596,949 3,406,092 △ 190,857

まちの
財政状況

９月定例会（補正予算第 3号）
▶補正予算額…145,618 千円
歳入において、主に前年度繰越金や普通交付税の額の確
定により増額しました。歳出において、財政調整積立基
金への積立金や、旧下関河内小学校交差点改良工事、町
民プールの設備改修工事に伴い増額しました。

10 月臨時会（補正予算第 5号）　　
▶補正予算額… 68,906 千円
歳入において、舘山ランド改修工事の財源とする復興基
金繰入金や町債等を増額しました。歳出において、主に、
舘山ランド改修工事に係る測量設計委託料と工事請負費
を増額しました。

12 月定例会（補正予算第 7号）
▶補正予算額…△ 84,295 千円
歳入において、主に土木関係の国庫補助金、町債の借入
見込額確定により減額しました。歳出において、国庫補
助金の減額に伴い、道路橋梁費を減額したほか、我満平
と割目遺跡の発掘調査委託料を減額しました。

１月専決（補正予算第 8号）
▶補正予算額…13,349 千円
歳入、歳出において、主に福島県森林整備加速化 ･林
業再生基金事業補助金を増額しました。

３月定例会（補正予算第 11号）
▶補正予算額…302,093 千円
歳入において、繰上償還の財源とするため、減債基金
からの繰入金を増額したほか、法人町民税の収入増に
より増額しました。歳出において、繰上償還を行うた
めの公債費を増額しました。

3 月臨時会（補正予算第 12号）
▶補正予算額…46,836 千円
歳入において、各種交付金や特別交付税、震災復興特
別交付税等の交付額確定により増額しました。歳出に
おいては、各種事業費の確定に伴い、不用額を減額し
予備費を増額しました。

一般会計補正予算の主な内容

平成 29年度末現在において、町が所有している基金の状況は次のとおりです。

区　分 平成 28 年度末
残　　　　高

平成 29 年度末
残　　　　   高

1．普通債 3,159,538 3,103,753
（１）総務 142,517 133,456
（２）民生 332,481 377,666
（３）衛生 185,940 164,835
（４）農林水産業 200,645 166,516
（５）商工 5,630 3,775
（６）土木 301,569 274,716
（７）消防 164,169 181,057
（８）教育 1,826,587 1,801,732
2．災害復旧費 16,130 12,412
（１）農林水産業 10,211 7,890
（２）土木 5,919 4,522
（３）教育 ‐ ‐
3．その他 1,600,475 1,313,621
（１）減税補てん債等 11,740 9,916
（２）臨時税収補てん債 ‐ ‐
（３）臨時財政対策債 1,588,735 1,303,705

計 4,776,143 4,429,786

財産の状況　

平成 29年度末現在において、町が所有している財産状況は次
のとおりです。　

平成 29年度末現在の町債残高は次の通りです。

基金の状況

町債の状況

単位▶㎡ 単位▶千円

単位▶千円
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行 政 区 名 区 長 名
（敬称略） 備　考

山野井・金沢区 佐川　幸信 区長会会計

舘本区 鈴木　桂語
桃ノ木区 伊藤　孝一
石田区 松本　利勝
上野内区 鈴木　一徳
宝坂区 豊田　幸平
高野谷地区 菊池　清司
追分区 本田　里美
小田川区 齋藤　浩久
ニュータウン中山区 大泉　達夫
下関河内区 菊池　　茂
上関河内区 鈴木　光雄
大垬区 豊田　利美
高山区 佐川　富夫 区長会副会長

関岡区 本多　義男
真木野区 藤田　秀雄
内川区 菊池　栄正 区長会副会長

茗荷区 松本　秋夫
中石井区 菊池　清文 区長会長

下石井区 鈴木　鉄夫
戸塚区 藤井　長市郎

平
成
30
年
度
各
行
政
区
長
さ
ん
へ

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
４
日
（
水
）、
ユ
ー
パ

ル
矢
祭
に
お
い
て
平
成
30
年
度

第
１
回
区
長
会
が
開
催
さ
れ
、

各
行
政
区
長
さ
ん
21
人
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
よ
り
各
課
事
務
の
説
明

や
「
矢
祭
町
ご
み
不
法
投
棄
・

野
外
焼
却
監
視
員
」
及
び
「
矢

祭
町
交
通
対
策
協
議
会
地
区
分

会
長
委
嘱
書
」
の
交
付
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
区
長
会
役

員
の
選
出
は
、
選
考
委
員
に
よ

る
選
考
の
結
果
、
区
長
会
長
に

菊
池
清
文
中
石
井
区
長
、
副
会

長
に
佐
川
富
夫
高
山
区
長
、
菊

池
栄
正
内
川
区
長
、
会
計
に
佐

川
幸
信
山
野
井
・
金
沢
区
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

階　級 氏 名 （敬称略） 階　級 氏 名 （敬称略）
第 1班第１班長 増子　哲也 第 1班第 2班長 小室　裕之
第 2班第 1班長 長塚　進治 第 2班第 2班長 冨永　亮太
第 3班第 1班長 豊田　　聡 第 3班第 2班長 斉藤　　亘
第 4班第 1班長 三瓶　直之 第 4班第 2班長 加藤　勝行
第 5班第 1班長 古市　大輔 第 5班第 2班長 尾亦　隼一
第 6班第 1班長 冨永　貴博 第 6班第 2班長 鈴木　裕則
第 7班第 1班長 冨永　久志 第 7班第 2班長 永山　広晃
第 8班第 1班長 丸山　哲也 第 8班第 2班長 柴田　和也
第 9班第 1班長 古張　喜勝 第 9班第 2班長 大金　昌晃
第 10 班第 1班長 小野瀬　康弘 第 10 班第 2班長 生田目　真一
第 11 班第 1班長 菊池　高弘 第 11 班第 2班長 鈴木　勝幸
第 12 班第 1班長 鈴木　貴識 第 12 班第 2班長 鈴木　俊弘
第 13 班第 1班長 菊池　好峰 第 13 班第 2班長 緑川　勝也
第 14 班第 1班長 緑川　　隼 第 14 班第 2班長 益子　勝彦
第 15 班第 1班長 鈴木　将訓 第 15 班第 2班長 金澤　大介
第 16 班第 1班長 佐藤　貴允 第 16 班第 2班長 石井　　明
第 17 班第 1班長 本田　春希 第 17 班第 2班長 本田　修一

階　級 氏 名（敬称略）

団　長 檜山　利男
副団長 金沢　利広
副団長 菊池　賢一
副団長 菊池　敏晴
指導部長 近藤　昌弘
第 1分団分団長 本田　　修
第 1分団副分団長 松本　伸一
第 2分団分団長 永山　一則
第 2分団副分団長 寺島　英明
第 2分団部長 飯田　洋介
第 3分団分団長 石井　崇文
第 3分団副分団長 尾梶　文昭
第 3分団部長 菊池　政美
第 4分団分団長 藤田　博文
第 4分団副分団長 佐川　道夫
第 4分団部長 熊田　　学

■平成 30年度班長名簿 ■平成 30 年度本団役員名簿

古張町長から辞令を受け取る檜山団長

　

４
月
２
日
（
月
）、
役
場
第
１
会

議
室
で
町
消
防
団
長
、
副
団
長
へ
の

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
檜
山
利
男

さ
ん
が
引
き
続
き
団
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
４
月
８
日
（
日
）、
ユ
ー

パ
ル
矢
祭
で
指
導
部
長
以
下
の
本
団

役
員
、
第
１
班
長
・
第
２
班
長
へ
の

辞
令
交
付
式
及
び
役
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
辞
令
は
、
檜
山
団
長
よ

り
交
付
さ
れ
、
無
火
災
を
目
指
し
て

新
体
制
で
の
消
防
活
動
が
始
動
し
ま

し
た
。

　

矢
祭
町
観
光
大
使
で
あ
る
菊

池
利
次
さ
ん
が
描
い
た
油
絵
の

数
々
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
個
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
30
年
６
月
21
日（
木
）

　

〜
26
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
６
時

場
所　

幸
手
市
し
あ
わ
せ
の
え

　

き
プ
ラ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
埼

　

玉
県
幸
手
市
中
４
‐
16
‐
38

　
（
埼
玉
り
そ
な
銀
行
幸
手
支

　

店
向
い
））

問
い
合
わ
せ　

☎
０
４
８
０
‐

　

３
８
‐
１
２
８
９

矢
祭
町
観
光
大
使
プ
レ
ゼ
ン
ツ

第
16
回
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
油
絵
展

　保険料が納め忘れの状態で、万一、
障害や死亡といった不慮の事態が発生
すると、障害基礎年金や遺族基礎年金
を受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を
納付することが困難な場合には、保険
料の納付が免除・猶予となる「保険料
免除制度」や「納付猶予制度（５０歳
未満）」がありますので、住民登録をし
ている市（区）役所・町村役場の国民
年金窓口で手続きをしてください。
　平成 30 年度分（平成 30 年７月分～
平成 31年６月分）の免除等の受付は平
成 30年７月１日から開始されます。
　また、申請時点の２年１ヶ月前の月
分までさかのぼって申請することがで
きます。
　失業等により保険料を納付すること
が経済的に困難になったものの、申請
を忘れていた期間がある方は、市（区）
役所・町村役場の国民年金窓口または、
年金事務所へご相談ください。

問い合わせ
　▶白河年金事務所
　　☎０２４８‐２７‐４１６１
　▶町民福祉課町民グループ
　　☎０２４７‐４６‐４５７４

国民年金保険料免除等の申請

▲今年度の各行政区長さん一人一人に委嘱書を
交付する古張町長

平
成
30
年
度
矢
祭
町
消
防
団

無
火
災
を
目
指
し
て
新
体
制
が
始
動

　

平
成
30
年
４
月
分
か
ら
平

成
31
年
３
月
分
ま
で
の
国

民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
６
，
３
４
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
の
納

付
、
そ
し
て
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
で
も
納
付
で
き
ま

す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
期
限

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
け
な

い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文

書
・
訪
問
な
ど
に
よ
り
早
期

に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

案
内
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
ま

す
と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き

に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指

定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付

が
無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が

課
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

納
付
義
務
の
あ
る
方
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
が
免
除
・
猶
予

さ
れ
る
制
度
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
市
（
区
）
役
所
・
町

村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

白
河
年
金
事

　

務
所
国
民
年
金
課
☎
０
２

　

４
８
‐
２
７
‐
４
１
６
１

　

／
町
民
福
祉
課
町
民
グ
ル

　

ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
納
付
に
つ
い
て

　毎年、東京都内で
開催していたこの個
展も１６回を迎えま
す。
　今回の個展では、埼玉に戻ったこと
もあり、埼玉の方々に見てもらいたい
という想いから開催に至りました。約
３０点の作品の中には、東京でも展示
したものが半分程あり、今年に入って
から描いた地元の四季のものも多数ご
ざいます。
　また、故郷矢祭町で描いた作品もご
ざいますので、ぜひ多くの方にお越し
いただけたらと思っております。よろ
しくお願いいたします。

■第 16回ＫＩＫＵＲＩ油絵展アクセスマップ
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　3月 24・25 日で東京・日本橋にある日本橋ふくし

ま館-MIDETTEで矢祭の柚子のPRに行ってきました。

　今回のような体験は初めてでしたし最初は緊張し

ていましたが、思ったより興味を示して話を聞いて

くれたり商品を手に取ってくれる方が多くてうれし

かったです。

　お客さんの中には福島や矢祭にゆかりがあったり

する人もいたので、

今後はそういう人た

ちの力も借りて矢祭

の柚子の PR ができ

たらと思います。

作

　

森

田

僚

也

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.8

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
56歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は流星群を見ること。モッ
トーは「なるようになる」

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

　

早
い
も
の
で
す
ね
。
自
分
が

こ
の
矢
祭
町
に
お
世
話
に
な
る

よ
う
に
な
っ
て
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
お
っ

ち
ゃ
ん
が
こ
う
や
っ
て
生
き
て

こ
ら
れ
た
の
も
ひ
と
え
に
町
民

の
皆
様
の
優
し
さ
と
お
導
き
の

お
陰
と
ど
れ
だ
け
感
謝
し
て
も

し
足
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
１
年
は
今
ま
で
『
の
ほ

ほ
ん
と
』
生
き
て
き
た
50
数
年

と
は
１
８
０
度
違
っ
て
刺
激
に

溢
れ
て
慌
た
だ
し
く
通
り
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
な
、
と
い
う
印
象

で
す
。
矢
祭
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
就
任
、「
や
ま
つ
り
ま
ち
・

ひ
と
・
み
ら
い
づ
く
り
協
議
会
」

事
務
局
長
拝
命
、「
ま
ち
の
駅

や
ま
つ
り
」
駅
長
拝
命
と
（
権

限
は
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
が
）

役
職
ば
か
り
い
た
だ
い
て
あ
た

か
も
偉
く
な
っ
た
か
の
よ
う
に

勘
違
い
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

し
ば
し
ば
。
全
然
偉
い
奴
な
ん

か
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
実

際
の
と
こ
ろ
（
笑
）

で
起
業
し
て
就
労
機
会
を
増
や

す
！
と
か
さ
ん
ざ
ん
大
口
を
叩

い
て
い
ま
す
が
や
っ
と
少
し
ず

つ
形
が
見
え
始
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
未
だ
何
一
つ
結
果
を
出

せ
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の
任
期
は
最
長
で
あ
と
２
年
。

今
年
は
ギ
ア
を
一
つ
上
げ
て
見

え
る
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
加

速
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
１
年
で
分
か
っ
た
こ

と
。
そ
れ
は
こ
の
町
が
宝
物
に

溢
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
人
を
呼
ぶ
資
源

だ
っ
た
り
、
人
を
笑
顔
に
す
る

食
材
、
自
然
の
豊
か
さ
だ
っ
た

り
、
そ
し
て
な
に
よ
り
先
に
も

述
べ
た
通
り
町
の
皆
さ
ん
の
優

し
さ
、
暖
か
さ
で
す
。

そ
れ
ら
を
発
信
し
て
い
く
の
が

自
分
の
使
命
な
ん
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発

信
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

よ
か
っ
た
ら
我
々
と
お
仲
間
で

運
営
し
て
い
る
「
ウ
エ
ル
カ
ム

矢
祭
」
あ
る
い
は
「
ま
る
ご
と

矢
祭
」、そ
し
て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
の
「
矢
祭
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
で
検
索
し
て
み
て
下

さ
い
。

　

自
分
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

特
産
品
を
開
発
す
る
！
こ
の
町

左▶見守りふれあい拠点（現在の「まちの駅」）でデスクワークに勤しむ地域おこし協力隊３人（平成 29 年 8月）。当時は新鮮さがありましたが、今で
は見慣れた光景です。／右▶「やまつりまち・ひと・みらいづくり協議会」の事務局長となり、定例会で発言をする青樹隊員。町のさらなる発展を考え
る場において、外からの視点での意見が重宝されています。

地域おこし協力隊とゆかいな仲間
達が運営するＨＰ「ウェルカム矢
祭」。協力隊員が製作中の「商店
マップ」も掲載しています。▶▶

PROFILE
森田僚也【もりたともや】
36歳。栃木県宇都宮市出身。趣味
は漫画を描くこと。モットーは「積
小為大」。

　矢祭の春を知らせる樹齢 600 年以上の一本桜「戸

津辺の桜」。開花過程に興味があったため情報発信を

兼ねて毎朝追いかけてみました。取材初日となる３

月 26 日から５輪ほど花開いたかと思うと、日曜日の

4月 1 日にはほぼ満開。今年は開花時期や天気にも

恵まれ一番美しい「戸津辺の桜」の姿を多くの方々

にお披露目することが出来たのではないかと思いま

す。戸津辺の桜はま

さに「矢祭の誇り」

のひとつ。誇らしく

情報発信に取り組め

ました。

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
20歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味は旅、献血。モットーは「楽し
く生きる」

　「うちのお店に取材においでよ」と

いう取材許可のご連絡が頂ければ大

変嬉しいです！

　現在、協力隊オリジナル企画とし

て、商店マップの製作に取り組んで

います。これは、協力隊が独自の視

点で矢祭町の商店を紹介しようとい

う試みで、矢祭町の魅力を発信する

HP「ウエルカム矢祭」の中で掲載し

ています。

　運営陣は「協力隊とゆかいな仲間

たち」。矢祭の魅力をもっともっと

知ってもらえる事を目指して情報を

発信していきます。

◆オリジナル商店マップ作成にご協力ください

＊これは協力隊の私的な活動であり、町のオフィシャル
な取り組みではありませんが、ご協力をお願いします。
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耐震診断

町では、木造住宅耐震診断者派遣事業、
木造住宅耐震改修支援事業を行っています

耐震改修

問い合わせ 事業課事業グループ☎４６- ４５７７

対象住宅　町内に存在する木造住宅で、次のすべてに
　該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法など
　　による３階建て以下の住宅
　④過去に本事業による耐震診断を受けていない住宅

申込方法　次の書類をご提出ください
　①木造住宅耐震診断者派遣申込書
　②付近見取り図
　③各階平面図
　④着工時期が確認できる資料
　⑤納税証明書
　⑥世帯全員の住民票謄本
　⑦図面等の書類が不足する場合は、担当課までご連

　　絡ください

申込期限　平成 30 年 8月 31 日（金）
募集戸数　２戸
診断費用（個人負担）　６千円
その他　申し込み多数の場合は、建築年次の古い順お
　よび必要と考える木造住宅を優先します。

対象住宅　町内に存在する木造住宅で、次のすべてに
　該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法など
　　による３階建て以下の住宅
　④耐震診断を受けた結果、その基準未満の住宅
　⑤補助金交付決定年度に、耐震改修工事が完了するもの
申込方法　次の書類をご提出ください
　①補助金交付申請書
　②付近見取り図、配置図、平面図、基礎伏図、耐震
　　補強詳細図
　③工事着工前の写真
　④木造住宅耐震診断報告書の写し
　⑤見積書の写し
　⑥実施計画時の耐震計算書
　⑦建築士免許の写し
　⑧納税証明書
申込期限　平成 30 年 8月 31 日（金）（先着順）
支援内容　改修方法（一般、簡易、部分）に応じて、
　35 万円～ 100 万円を上限として、工事費用の 2分の
　1以内

子
育
て
世
帯
定
住
支
援

事
業
助
成
金
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
と
し
て
町
内
外
の
子
育
て
世
帯
の
町
内

に
お
け
る
住
宅
取
得
等
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
世
帯
が
町
内
定
住
化
促
進
を

図
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
等

に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象　

町
内
に
定
住
す
る
意
思
の
あ

　

る
子
育
て
世
帯
で
、
町
が
定
め
る
規
定

　

に
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
世
帯
（
子
育

　

て
世
帯
と
は
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

　

を
扶
養
、
若
し
く
は
、
配
偶
者
が
妊
娠

　

し
て
い
る
世
帯
な
ど
）

補
助
内
容　

一
、
子
育
て
世
帯
が
住
宅
を

　

新
築
す
る
場
合
に
は
、
坪
あ
た
り
２
万

　

円
を
助
成
す
る
／
二
、
町
外
の
子
育
て

　

世
帯
が
住
宅
を
新
築
す
る
場
合
に
は
、

　

坪
あ
た
り
４
万
円
を
助
成
す
る
／
三
、

　

前
述
一
、二
の
場
合
に
お
い
て
、
町
内

　

業
者
を
利
用
す
る
場
合
に
は
20
万
円
を

　

上
乗
せ
す
る
／
四
、
中
古
住
宅
の
取
得

　

に
つ
い
て
は
、
坪
あ
た
り
５
千
円
（
町

　

外
は
１
万
円
）
を
助
成
す
る

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ
☎

　

４
６
‐
４
５
７
７

　

町
で
は
、
町
内
に
お
い
て
商
店

主
等
が
行
う
店
舗
等
の
改
良
を
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
商
店

等
の
集
客
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
町
民
の
消
費
活
動
を
促

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
町
内
施
工
業
者
に
よ
り
商

店
等
の
改
良
を
行
う
事
業
主
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
交
付
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に

　

該
当
す
る
方

　

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

　
　

又
は
町
内
に
事
業
所
を
有
す

　
　

る
法
人

　

②
改
良
工
事
の
対
象
と
な
る
店

　
　

舗
等
の
所
有
者
本
人
若
し
く

　
　

は
そ
の
親
族
又
は
店
舗
の
所

　
　

有
者
か
ら
改
良
工
事
を
実
施

　
　

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意

　
　

を
得
て
い
る
者

　

③
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　

者

●
補
助
の
内
容　

補
助
の
対
象
と

　

な
る
改
良
工
事
は
、
町
内
施
工

　

業
者
が
行
う
工
事
代
金
が
50
万

　

円
（
消
費
税
相
当
額
を
含
む
）

　

以
上
の
改
良
工
事
と
す
る
。
ま

　

た
、
補
助
金
の
額
は
、
補
助
の

　

対
象
と
な
る
改
良
工
事
の
金
額

　

の
10
％
（
金
額
が
20
万
円
を
超

　

え
る
場
合
に
は
20
万
円
）
以
内

　

と
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
30
年

　

度
も
、
補
助
率
及
び
限
度
額
が

　

２
倍
に
な
り
ま
す
。（
補
助
率

　

20
％
で
、
限
度
額
が
40
万
円
に

　

な
り
ま
す
）

●
申
請
方
法　

事
業
課
に
あ
る
申

　

請
書
ま
た
は
、
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
に
記
入

　

し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
事
業

　

課
産
業
グ
ル
ー
プ
へ
ご
提
出
く

　

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

事
業
課
産
業
グ

　

ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐

　

４
５
７
６

商
店
主
等
が
行
う
店
舗
等
の

改
良
を
支
援
し
ま
す

平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
補
助
率
・
限
度
額
が
２
倍

個
人
住
宅

改
良
支
援
事
業

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
町
内
の
施
工
業
者
に
よ

り
、
個
人
住
宅
の
改
良
を
行

う
方
に
対
し
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

対
象　

修
繕
、
増
築
、
改
造
、

　

模
様
替
え
な
ど
の
う
ち
、

　

工
事
代
金
が
50
万
円
（
税

　

込
み
）
以
上
で
、
町
内
の

　

施
工
業
者
に
発
注
す
る
工

　

事
補
助
額　

工
事
代
金
の
10
％

　
（
上
限
は
20
万
円
）

申
込
方
法　

工
事
着
手
前
に
、

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

　

え
て
持
参
提
出
し
て
下
さ

　

い
。申
請
書
に
つ
い
て
は
、

　

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ
で

　

お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
事
業

　

グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
７

町
内
施
工
業
者
に
よ
り
、

改
良
す
る
場
合
の
費
用
を
一
部
補
助

ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
事
業

ロ
ゴ
マ
ー
ク
作
成

　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
矢
祭

町
ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
対
象
事
業
を

明
確
化
し
、
本
事
業
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
は
、
町
の
主

催
事
業
等
に
お
い
て
、
一
般
参
加
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
力
者
等
を
対
象
に
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
商
品

券
に
交
換
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
、
町
民
と
一

体
と
な
っ
た
町
政
運
営
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
企
画
財
政
グ

　

ル
ー
プ
☎
４
６
‐
３
１
３
１

対
象
事
業
を
明
確
に
し
、

事
業
の
普
及
促
進
を
図
る

▲作成されたロゴマーク
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図 書 館 だ よ り
library Information

平成 29 年度もったいな
い図書館で一番多く貸出
された本は何でしょう？

　昨年度、当館での貸出が一番
多かった本はこちらです。

（一般書）
「生きかた上手」／日野原重明・著
／ユーリーグ（貸出回数：16 回）

（児童書）
「星の王子さま」／サン・テグジュ
ペリ・著／内藤濯・訳／岩波書店
（貸出回数：12 回）

（絵本）
「ミッケ！がっこう」／ジーン・
マルゾーロ・著／ウォルター・
ウィック・写真／糸井重里・訳／
小学館（貸出回数：15 回）

ＢＯＯＫ 

ＲＡＮＫＩＮＧ
もったいない文庫の日（各地区文庫開館）
　５月 20 日（日）午前９時～正午
季節のおはなし会
　５月 20 日（日）午後 2時～午後 3時
　▶読み聞かせとおりがみ工作、シャボン玉を予定しています。

【５月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】

【問い合わせ】

毎週月曜日

矢祭もったいない図書館　☎４６‐４６４６

　５月 26 日（土）「第 10 期矢祭子ども司書講座」が開講します。
全国初の試みとして平成 21年に開講した「子ども司書講座」も、
現在では全国各地に広がっています。
　講座の開講から 10 年と、子ども読書週間にちなみ、「子ども
司書がえらんだ本」として、当時の受講生が作成した紹介カー
ドとともに、本を紹介します。

【６月のイベント】
赤ちゃんおはなし会（もったいない図書館）
　６月７日（木）午前 10 時～正午
　▶乳幼児親子と、おなかに赤ちゃんがいるお母さんのための読み聞かせとわ
　　らべうたを交えたおはなし会です。

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
四
月
詠
草

列
島
の
里
を
恋
い
つ
つ
来
し
か

電
線
に
憩
う
初
の
つ
ば
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

四
月
よ
り
中
学
生
に
な
る

孫
の
制
服
姿
ぐ
っ
と
大
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

義お
と
う
と弟
の
植
え
て
く
れ
た
る
水
芭
蕉

思
い
出
の
花
今
年
も
咲
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

友
よ
り
の
花
の
栞
の
裏
側
に

命
大
切
に
と
添
え
書
き
の
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

晴
れ
た
日
に
じ
っ
と
前
山
眺
め
お
り

柳
の
新
芽
緑
あ
ざ
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

見
し
こ
と
は
お
ぼ
ろ
げ
な
れ
ど
良
き
夢
の

な
ご
り
か
今
朝
の
目
覚
め
爽
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

𠮷
民

限
界
と
思
い
い
し
畑
に

定
年
の
娘
が
加
わ
り
て
日
々
賑
わ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

木
々
芽
吹
き
桜
も
咲
い
て

春
来
た
る
里
山
を
見
て
心
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

ふ
る
さ
と
を
父
母
を
思
い
て
泣
き
し
と
う

粗
末
な
布
団
か
ざ
ら
れ
て
お
り

　
　
　
　
〈
特
攻
平
和
会
館
に
て
〉　

松
本　

義
勝

昨こ

ぞ年
庭
に
我
が
植
え
置
き
し

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
赤
白
黄
色
と
鮮
や
か
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

町  

職  

員  

人  

事  

異  

動

平
成
30
年
４
月
１
日
付

【
課
長
相
当
職
】

　

▼
自
立
総
務
課
長
…
片
野
一
也
（
自
立

　
　

総
務
課
長
兼
会
計
管
理
者
）
／
町
民

　
　

福
祉
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

　
　

長
…
藤
田
義
広
（
町
民
福
祉
課
主
幹

　
　

兼
健
康
グ
ル
ー
プ
長
）
／
会
計
管
理

　
　

者
…
陳
野
勝
美
（
町
民
福
祉
課
主
幹

　
　

兼
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
長
）

【
課
長
補
佐
相
当
職
】

　

▼
町
民
福
祉
課
主
幹
保
健
師
兼
健
康
づ

　
　

く
り
グ
ル
ー
プ
長
…
高
橋
真
由
美
（
町

　
　

民
福
祉
課
主
幹
兼
主
任
保
健
師
）

【
係
長
相
当
職
】

　

▼
町
民
福
祉
課
主
任
主
査
兼
福
祉
保
険

　
　

グ
ル
ー
プ
長
…
緑
川
大
輔
（
町
民
福

　
　

祉
課
主
任
主
査
兼
福
祉
グ
ル
ー
プ
長
）

　
　

／
町
民
福
祉
課
主
任
主
査
兼
生
活
環

　
　

境
グ
ル
ー
プ
長
…
鈴
木
薫
（
町
民
福

　
　

祉
課
主
任
主
査
）

【
係
員
】

　

▼
自
立
総
務
課
主
事
…
金
澤
芙
美
加
（
町

　
　

民
福
祉
課
主
事
）

【
新
採
用
】

　

▼
出
納
室
主
事
…
佐
藤
佑
紀
／
事
業
課

　
　

主
事
…
菊
池
朋
樹
／
事
業
課
主
任
主

　
　

事
…
小
室
大
地
／
や
ま
つ
り
こ
ど
も

　
　

園
教
諭
…
古
張
由
麻

平
成
30
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

　

▼
町
民
福
祉
課
長
…
寺
島
正
一
／
や
ま

　
　

つ
り
こ
ど
も
園
保
育
士
…
冨
塚
美
穂

Ｎｅｗ   Ｆａｃｅ
平成30年４月１日付採用職員をご紹介します。

　この度、新規採用さ
れました菊池です。ま
だまだ未熟ですが、公
務員としての自覚を
もって公務に励み、町民のみなさんのお役に
立てるよう一生懸命頑張りますので、よろし
くお願いします。

事業課 産業グループ

主事  菊
き く ち

池朋
と も き

樹

Tom
oki　

Kikuchi

　毎日、周りの皆様に
支えられてばかりです
が、１日でも早く仕事
を覚え、町民の皆様の
お役に立てるよう頑張りたいと思います。町
職員としての自覚と責任を持ち、日々精進し
て参りますので、よろしくお願いいたします。

事業課 事業グループ

主任主事  小
こ む ろ だ い ち

室大地

D
aichi　

Kom
uro

　４月から元気と明る
さを持ち味として、毎
日子どもたちと向き
合っています。また、
幼稚園児のころから運動に取り組んでいるの
で、体力には自信があります。どうぞよろし
くお願いいたします。

やまつりこども園

教諭  古
こ ば り ゆ ま

張由麻

Yum
a　

Kobari

　４月から矢祭町職員
として勤務しておりま
す。まだまだ仕事に慣
れない新人ですが、何
事も常に学び続ける姿勢で取り組んでいきた
いと思っています。どうぞよろしくお願いし
ます。

出納室

主事  佐
さ と う ゆ う き

藤佑紀

Yuki　

Satou
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旅行に行きたいです。

幸せな家庭を築きたいです。

映画を見ることです。

自然が豊かだというところと過ごしやすいところが
好きです。

こんなにも素晴らしい矢祭町をもっとＰＲしていた
だきたいです。

町内で見かけたときには、声をかけていただけると
嬉しいです。よろしくお願いします。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
素
晴
ら
し
い
こ
の
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い 寺島　祐太さん

Ｙ
ｕ
ｕ
ｔ
ａ
　
Ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ

てらしまゆうた● 26 歳・大垬在住

メッセージ

from結婚支援室（47）

message

次は尾亦明恵さん（戸塚）の予定です。

No.50

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町の好きなところはどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

●紹介へ進めるために登録をお勧め
　いたします。
●毎月結婚相談会を開催します。
●おしゃべりカフェを開催します。

　詳しくは町ホームページまたは結婚支
援室まで。
ＴＥＬ０２４７－４６－４８８４

●町への要望はありますか？

結婚支援室からのお知らせ

　　

豊
か
な
里
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
代
表
を
務
め
て
い
る
東
舘
在
住

の
小
室
雅
喜
さ
ん
。
組
織
を
立
ち

上
げ
て
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
小
室
さ

ん
の
知
人
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
基
に

し
て
始
め
た
『
つ
つ
じ
染
め
』
で

ス
ト
ー
ル
や
ハ
ン
カ
チ
、の
ぼ
り
、

の
れ
ん
な
ど
を
染
色
す
る
こ
と
が

中
心
で
す
。
ま
た
、
そ
の
手
法
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
と
い
う

形
で
、
統
合
前
の
小
学
校
や
商
工

会
女
性
部
、
結
婚
支
援
室
で
の
婚

活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
レ
ク
チ
ャ
ー

し
て
き
た
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
、

町
で
企
画
し
て
い
る
目
白
大
学
の

学
生
を
迎
え
て
の
農
業
体
験
で
も

こ
の
『
つ
つ
じ
染
め
』
を
体
験
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

小
室
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と

「
町
の
商
工
観
光
発
展
の
た
め
に

と
い
う
想
い
で
や
っ
て
い
ま
す
。

準
備
に
と
て
も
手
間
が
か
か
る
の

で
大
変
で
す
が
、
多
く
の
人
と
交

流
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
は
楽

し
い
で
す
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
か
ら
自
分
に
は
な
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
も
ら
っ
た
時
に
、
評
価

し
て
も
ら
え
て
い
る
な
と
感
じ
る

の
で
、
そ
れ
が
意
欲
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
的
な
側
面

で
も
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
フ
ァ

ン
（
定
住
者
）
を
増
や
せ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
小
室
さ
ん
は

「
現
在
は
天
然
染
料
で
す
が
、
合

成
染
料
も
使
っ
て
外
に
展
示
で
き

る
よ
う
な
も
の
も
作
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
町
の
特

産
品
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
も
で
き

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

東
京
の
『
つ
つ
じ
染
め
』
イ
ベ
ン

ト
等
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
矢
祭
フ
ァ
ン
を
も
っ
と
増
や

せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
と

ま
だ
ま
だ
活
躍
の
場
を
広
げ
ま
す
。

農業体験で矢祭町を訪れた目白大学の学生につつじ
染めを教える小室さん。

『
つ
つ
じ
染
め
』
を
通
し
て

矢
祭
フ
ァ
ン
を
も
っ
と
増
や
し
た
い

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.50 －

小
室　

雅
喜
さ
ん

PROFILE
【こむろまさき】　44歳。東舘在住。矢祭
未来想成アカデミー第１期生。ライフワー
クは演劇。

　

結
婚
支
援
室
の
活
動
の
一
つ
と

し
て
出
会
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
情

報
交
換
を
行
う
「
月
例
会
」
が
あ

り
ま
す
。「
月
例
会
」は
毎
月
１
回
、

婚
活
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
中
瀬
明
美

さ
ん
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
同
士
が
活
動

内
容
を
確
認
し
あ
い
情
報
交
換
を

行
い
次
の
活
動
に
生
か
す
た
め
に

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
４
月

12
日
に
行
わ
れ
た
月
例
会
の
内
容

を
一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
に
、
年
度
初
め
に
あ
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
、
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
、
結
婚

相
談
会
に
つ
い
て
は
昨
年
同
様
に

開
催
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。そ
の
後
の
情
報
交
換
で
は
、

『
お
見
合
い
に
つ
な
が
る
た
め
の

紹
介
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
行
く

か
。
現
在
茨
城
県
と
の
情
報
交
換

は
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は

福
島
県
南
地
区
で
情
報
交
換
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
』
な
ど

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
「
月
例
会
」
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
意
見
を
反
映
し
、
ま
た
町
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
や
情
報
を

い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
今
年
度
も
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
※
結
婚

に
関
す
る
ご
相
談
は
結
婚
支
援

室
、
又
は
結
婚
相
談
会
で
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
が
、
各
地
域
の
出

会
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
相
談
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。）
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関根校長から教科書を授与される新入生代表

　４月９日（月）、やまつりこども園幼児教育部入
園式がやまつりこども園遊戯室で行われました。幼
児教育部３歳児に３８人の新入園児（男児１６人、
女児２２人）が加わり、進級した４歳児、５歳児と
合わせて園児数は１２６人（男児６４人、女児６２
人）となりました。

凛々しい表情で式に臨む新入生

　４月６日（金）、矢祭小学校入学式が矢祭小学校
体育館で行われました。統合後３回目となる入学式
を迎え、徐々に歴史と伝統を築きつつある矢祭小学
校に、今年度は男子２５人、女子２６人の計５１人
がピカピカの１年生として入学を許可され、関根校
長から教科書が授与されました。

担任の先生から呼名され元気よく返事をする新入園児

　４月６日（金）、矢祭中学校入学式が矢祭中学校
体育館で挙行されました。真新しい制服に身を包ん
だ男子２９人、女子１９人の計４８人が伝統ある矢
祭小学校への入学を許可され、統合２年目の矢祭小
学校で培ったものを胸に、新たな学び舎での生活を
スタートさせました。

ピカピカの 1年生５１名が入学
▶矢祭小学校入学式

元気いっぱいの３８名が入園
▶やまつりこども園幼児教育部入園式

未来へ羽ばたく４８名が入学
▶矢祭中学校入学式

代表で古張町長から委嘱状を交付された片野さん

出席した新入塾生と第1期生の紹介

　４月１５日（日）、ユーパル矢祭イベントホール
において平成 30年度矢祭未来想成アカデミー入塾
式が開催されました。第二期目となる今年度は現在
までに、東京で地域経済などを研究している八島さ
ん、本町地域おこし協力隊の福山さん、さいたま市
の小堤さん親子の４人が入塾しました。

未来想成アカデミー第二期目がスタート
▶平成 30年度矢祭未来想成アカデミー入塾式

今年度の組合長に委嘱状交付
▶平成 30年度第 1回矢祭町農事組合長会議

　４月１９日（木）、平成３０年度第 1回目となる
農事組合長会議が山村開発センター大集会室で開催
されました。会議の冒頭で２個人・３事業所へ古張
町長から農業経営改善計画認定書が交付され、続い
て町内６１農事組合長を代表して金沢農事組合長の
片野惠仁さんに委嘱状が交付されました。

安全運転を呼びかけ啓発品を配布
▶交通事故防止テント村

委嘱された佐藤さんと古張町長、大竹支局長

啓発品を手渡し安全運転を呼びかける古張町長

　４月１０日（火）、春の全国交通安全運動の一環
として、交通事故防止テント村が矢祭駐在所前の国
道１１８号において実施されました。当日は、関係
団体が一致団結し、大子方面からのドライバーに対
して、ヤクルトや交通事故防止啓発品等を配布する
とともに安全運転を呼びかけました。

　４月１０日（火）、人権擁護委員委嘱状伝達式が役
場第 1会議室で行われました。本町の人権擁護委員
は１人欠員となっていましたが、昨年１２月の定例
議会で同意されていた関岡在住の佐藤靜子さんに４
月１日付で法務大臣から委嘱され、委嘱状は福島地
方法務局白河支局の大竹支局長から伝達されました。

人権思想の普及向上に尽力
▶人権擁護委員委嘱状伝達式

2223
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第１回定例会　
３月１２日～１６日

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
46
億
円
を
可
決
！

【
前
年
度
比　

伸
び
率
７
％
】

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説

明
が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
の
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
と
３
日
目
は
一
般
質
問
を
行
な
い
、
議
員
７
名
が
登
壇
し
、
町
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

４
日
目
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
予
算
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
な
わ
れ
、
専
決
処
分
報
告
４
件
、
条
例
の
制
定
３
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
８
件
、
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
１
件
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、
平
成
29
年
度
各
会
計

補
正
予
算
６
件
、
平
成
30
年
度
各
会
計
予
算
９
件
の
合
計
32
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

追
加
提
案
と
し
て
、
議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
で

あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
平
成
13

年
10
月
31
日
の
「
市
町
村
合
併

を
し
な
い
矢
祭
町
宣
言
」以
来
、

町
民
・
町
議
会
・
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
自
立
す
る
町
づ
く
り

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
行
財

政
改
革
を
更
に
推
進
し
、
選
択

と
集
中
に
よ
る
重
点
化
を
図
り

な
が
ら
、
多
様
化
す
る
行
政
課

題
に
迅
速
か
つ
着
実
に
対
応
で

き
る
よ
う
予
算
を
編
成
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
矢
祭
町
第

５
次
総
合
計
画
の
３
年
目
の
年

と
な
り
、
計
画
見
直
し
の
作
業

に
取
り
か
か
り
ま
す
が
、「
人

が
輝
き　

ま
ち
が
輝
き　

明
日

に
輝
く　

や
ま
つ
り
町
」
を
高

く
掲
げ
、
目
標
実
現
の
た
め
、

「
ま
ち
が
輝
く
快
適
な
空
間
づ

く
り
」「
魅
力
あ
る
力
強
い
矢

祭
町
」
の
構
築
に
向
け
た
予
算

編
成
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

重
点
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
29
年
度
か
ら
30
年
度
の
継

続
事
業
で
有
り
ま
す
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
が
今
秋
完
成
の
予
定

で
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
続

き
、
開
所
、
運
営
を
開
始
し
て

参
り
ま
す
。

　

次
に
、
矢
祭
山
親
水
公
園
の

二
期
工
事
に
取
り
組
み
、
様
々

な
魅
力
が
探
索
で
き
る
矢
祭
山

公
園
周
遊
コ
ー
ス
の
拠
点
と
し

て
、
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

次
に
町
の
中
心
で
あ
る
Ｊ
Ｒ

東
館
駅
周
辺
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
注
目
し
、
東
西
に
広
が
る
エ

リ
ア
を
線
で
結
び
、
駅
舎
と
中

央
公
民
館
の
一
体
的
整
備
、
イ

ベ
ン
ト
広
場
の
整
備
等
、
町
の

中
心
地
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
の

構
築
に
む
け
て
、
東
館
駅
周
辺

開
発
構
想
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

次
に
、
町
の
８
割
を
占
め
る

森
林
は
、
水
を
育
み
土
砂
の
流

出
を
防
い
で
い
る
な
ど
の
多
面

的
機
能
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

適
切
な
森
林
整
備
を
行
い
、
森

林
機
能
の
維
持
管
理
を
図
る
た

め
、
継
続
し
て
「
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
」
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
矢
祭
町
に
お
い
て

創
業
の
熱
意
を
も
っ
た
人
材
の

発
掘
・
育
成
の
た
め
に
継
続
し

て
「
矢
祭
町
未
来
想
成
ア
カ
デ

ミ
ー
」
を
開
校
、
更
に
町
内
に

お
け
る
新
た
な
雇
用
の
創
出
を

支
援
し
、
経
済
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内

で
新
た
に
創
業
す
る
方
の
初
期

投
資
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の

他
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
設
備
修
繕

工
事
、
耐
震
性
貯
水
槽
設
置
事

業
、
ふ
れ
あ
い
タ
ー
ミ
ナ
ル
南

側
駐
車
場
舗
装
工
事
、
道
路
・

橋
梁
の
維
持
・
管
理
事
業
、
空

き
家
対
策
事
業
、
子
育
て
世
代

定
住
支
援
助
成
金
事
業
な
ど
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　

継
続
事
業
と
し
て
は
、
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
日
本
一
を
目
指

し
、
結
婚
支
援
、
特
定
不
妊
治

療
、
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生

祝
金
支
給
、
こ
ど
も
園
の
保
育

料
・
幼
稚
園
授
業
料
の
軽
減
、

給
食
費
の
軽
減
、
中
学
３
年
生
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町
長
施
政
方
針（
要
旨
）

海
外
修
学
旅
行
、
高
校
生
奨
学

助
成
金
、
小
中
学
校
入
学
支
援

運
動
着
等
支
給
事
業
、
髙
田
基

金
に
よ
る
教
育
支
援
な
ど
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

更
に
、
国
道
、
県
道
改
良
な

ど
の
事
業
の
早
期
完
成
の
た

め
、
県
当
局
へ
の
要
望
を
続
け

て
参
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
も
町
民
目
線
に

立
ち
、
郷
土
矢
祭
町
発
展
の
た

め
町
民
皆
様
・
議
員
の
皆
様
と

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
職
員

共
々
、
全
力
で
町
政
運
営
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

当
初
予
算
総
額
は
46
億
円
と

な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
て
３
億
円
の
増
で
、
７
％

の
伸
び
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

福
島
県
森
林
整
備
加
速
化
・

林
業
再
生
基
金
事
業
補
助
金
計

上
に
伴
う
補
正
が
主
な
も
の

で
、
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
専
決

処
分
し
た
た
め
、
同
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

高
額
介
護
合
算
対
象
者
が
発

生
し
た
た
め
予
備
費
充
当
に
よ

り
行
う
た
め
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
専
決
処
分
し
た
た
め
、
同

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告

し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

水
源
涵
養
機
能
保
全
が
目
的

の
取
得
費
で
公
有
財
産
購
入
費

の
補
正
な
ど
予
備
費
充
当
に
よ

り
行
う
た
め
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
専
決
処
分
し
た
た
め
、
同

条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
報
告

し
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の
温
泉
ポ
ン

プ
停
止
に
よ
る
ポ
ン
プ
交
換
及

び
孔
内
調
査
に
係
る
工
事
請
負

費
を
予
備
費
充
当
に
よ
り
行

い
、
併
せ
て
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
係
る
費
用
の
科
目
間
移

動
に
伴
う
補
正
を
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
専
決
処
分

し
た
た
め
、
同
条
第
３
項
の
規

定
に
よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

町
有
財
産
の
老
朽
化
に
伴

い
、
今
後
、
施
設
等
の
維
持
管

理
、
再
整
備
及
び
解
体
等
に
係

る
費
用
が
多
額
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
ら
の
資

金
に
充
て
る
た
め
の
目
的
基
金

と
し
て
設
置
す
る
た
め
制
定
す

る
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
よ
り
運
営
開

始
の
矢
祭
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の

指
定
権
限
等
が
福
島
県
か
ら
矢

祭
町
へ
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
が
運
営
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
所
長
報
酬
の
額
を

定
め
る
た
め
一
部
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、

国
民
健
康
保
険
税
を
国
民
健
康

保
険
事
業
費
納
付
金
と
し
て

県
に
納
付
す
る
よ
う
改
め
ら
れ
、

そ
の
課
税
額
の
規
定
を
改
め
る

た
め
一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

基
金
の
利
子
を
積
立
て
る
た

め
、一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

図
書
館
協
議
会
の
設
置
を
図

る
た
め
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正

及
び
基
金
の
設
置
目
的
の
変
更

に
よ
り
一
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い

一
部
改
正
す
る
も
の
で
す
。
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報　
　
　

告

条　
　
　

例

平成29年度一般会計予算補正状況（専決第1号）

（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

一 般 会 計 4,451,164 13,349 4,464,513

平成29年度国民健康保険特別会計予算補正状況（専決第2号）

（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

国民健康保険特別会計 863,874 0 863,874

平成29年度一般会計予算補正状況（専決第3号）

（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

一 般 会 計 4,464,513 0 4,464,513

平成29年度一般会計予算補正状況（専決第4号）

（単位：千円）

会　計　名 既定額 補正額 予算総額

一 般 会 計 4,464,513 0 4,464,513



　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
及

び
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
伴
い
一
部
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　

福
島
県
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
改
正
に
伴
い
、
一
部
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
追
分
辺
地
に

係
る
総
合
整
備
計
画
を
変
更
す

る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

　

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

２
第
３
項
及
び
矢
祭
町
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手

続
き
等
に
関
す
る
条
例
第
３
条

に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
各
種
事
務
事
業
の

確
定
及
び
公
債
費
の
繰
上
償
還

を
行
う
た
め
の
補
正
が
主
な
内

容
で
す
。

　

保
険
給
付
費
の
確
定
に
伴
う

減
額
が
補
正
の
主
な
内
容
で
す
。

　

事
業
費
の
確
定
に
よ
る
補
正

が
主
な
内
容
で
す
。

　

保
険
給
付
費
の
確
定
に
よ
る

補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
確
定
に
よ
る
補
正
が

主
な
内
容
で
す
。

　

基
幹
改
良
事
業
費
等
、
事
務

事
業
の
確
定
に
伴
う
補
正
が
主

な
内
容
で
す
。

当
初
予
算

平成30年度各会計別当初予算状況
（単位：千円）

水　道　事　業
（単位：千円）

補

正

予

算

そ　

の　

他
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平成29年度各会計別予算補正状況（３月第１回定例会）

（単位：千円）

153,785

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合

　
　

議
長　

小　

針　

弘　

之

紹
介
議
員　

藤　

田　

玄　

夫

審
査
結
果　

　

採　
　

択

○
国
道
３
４
９
号
の
早
期
改
良

○
一
級
河
川
小
田
川
、
高
田
橋

付
近
上
下
流
の
土
砂
の
除
去

○
下
関
河
内
字
宮
平
地
内
の

堀
の
土
砂
上
げ
（
農
道
下
の

ヒ
ュ
ー
ム
管
二
ヵ
所
）

○
下
関
河
内
字
原
地
内
及
び
中

山
地
内
の
地
下
式
消
火
栓
を
地

上
式
に
変
更

○
下
関
河
内
字
宮
平
地
内
の
国

道
の
補
修

○
圷
戸
堰
の
水
門
の
改
良

○
防
犯
灯
の
設
置
（
国
道
３
４

９
号
バ
イ
パ
ス
か
ら
旧
道
入
口
）

○
大
垬
区
内
の
地
下
式
消
火
栓

を
地
上
式
に
変
更

○
防
犯
灯
の
設
置
（
林
道
大
垬

線
入
口
付
近
外
二
ヵ
所
）

○
大
垬
字
道
清
地
内
の
貯
水
槽

を
耐
震
性
貯
水
槽
に
更
新

○
県
道
下
関
河
内
・
小
生
瀬
線

の
改
良

○
一
級
河
川
小
田
川
、
山
下
地

内
の
土
砂
の
除
去

○
一
級
河
川
小
田
川
、
高
野
地

内
の
土
砂
の
除
去

○
林
道
小
田
川
・
山
下
線
の
舗
装

○
ふ
る
さ
と
農
道
へ
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
、
道
路
標
識
の
設
置

○
待
機
児
童
解
消
、
保
育
士
配

置
基
準
の
見
直
し
と
処
遇
改
善

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情
書

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
１
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
１
件
を
政

府
行
政
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
第
２
回
町
議
会
臨

時
会
は
、
３
月
29
日
午
前
10
時

に
招
集
さ
れ
、
平
成
29
年
度
各

会
計
補
正
予
算
５
件
が
提
案
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
常
任
委
員
会
委

員
の
選
任
、
議
会
運
営
委
員
会

委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

各
種
事
務
、
事
業
費
の
確
定

に
伴
い
、
各
節
の
整
理
に
よ
る

増
減
の
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
、
国
庫
支

出
金
、
繰
入
金
等
、
総
務
費
、
保

険
給
付
費
、
予
備
費
等
の
確
定

に
よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

　

保
険
料
及
び
国
庫
支
出
金
等

の
確
定
に
よ
る
補
正
が
主
な
内

容
で
す
。

　

霊
園
永
代
使
用
料
の
確
定
に

よ
る
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

　

今
年
度
の
事
業
の
確
定
に
伴

う
補
正
が
主
な
内
容
で
す
。

第
２
回
臨
時
議
会

請　
　
　

願

請
願
・
陳
情

陳　
　
　

情

補

正

予

算

意　

見　

書

27

平成29年度各会計別予算補正状況（3月第2回臨時会）
（単位：千円）

148,920

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取
扱

い
を
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
ま
す
。
６
月
町
議
会
定

例
会
に
請
願
、
陳
情
を
さ
れ

る
方
は
平
成
30
年
５
月
31
日

ま
で
に
提
出
願
い
ま
す
。



一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、13
日
と
14
日
の
２
日
間
行
わ
れ
、

７
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し

ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
通
告
順
）

質
問　

旧
馬
渡
戸
牧
野
共
有
地

内
の
産
廃
処
理
の
そ
の
後
に
つ

い
て

環
境
・
消
防
行
政

本多勇也議員

質
問　

宝
坂
地
内
の
た
い
肥

工
場
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

矢
祭
町
消
防
団
第
３
分

団
第
９
班
の
消
防
屯
所
へ
の
ト

イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

質
問　

ゆ
め
活
ポ
イ
ン
ト
事

業
の
機
能
の
充
実
は
図
れ
て

い
る
の
か

一
般
・
防
災
・
環
境
・

教
育
・
住
宅
・
農
業
行
政菊池淳之議員

質
問　

防
災
倉
庫
の
点
検
は

ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か

28

質
問　

馬
渡
戸
地
区
の
旧
牧
野
共

有
地
と
隣
接
地
の
現
在
の
状
況
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

中
央
公
民
館
に
記
念
碑

が
あ
り
、
障
害
に
は
な
ら
な
い

か
不
安
だ
が
考
え
を
伺
う

質
問　

町
史
発
刊
33
周
年
と

あ
る
が
、
今
、
町
史
は
ど
の

よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
伺
う

質
問　

矢
祭
小
学
校
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

子
育
て
世
帯
住
宅
取

得
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
軽

減
事
業
、
子
育
て
世
帯
定
住

支
援
事
業
が
あ
る
が
、
事
業

目
的
と
実
績
に
つ
い
て
伺
う

質
問　

多
面
的
機
能
支
払
の
事

業
は
何
団
体
ぐ
ら
い
に
な
っ
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
、
新
し
く

発
足
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

よ
う
な
地
区
が
あ
る
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
伺
う

29



質
問　

町
道
農
道
の
道
路
白
線

標
識
の
設
置
と
こ
ど
も
園
前
の

横
断
歩
道
の
ラ
イ
ン
の
補
修
に

つ
い
て
尋
ね
る

質
問　

東
館
駅
舎
と
周
辺
の

環
境
整
備
計
画
、
水
郡
線
の

利
用
促
進
に
つ
い
て
尋
ね
る

観
光
・
道
路
・
教
育
・

福
祉
・
土
木
・
一
般
行
政佐川正一郎議員

質
問　

本
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
観
光
振
興
に
お
け
る
位

置
づ
け
に
つ
い
て
尋
ね
る

質
問　

通
学
路
の
安
全
点
検

や
危
険
箇
所
の
把
握
状
況
に

つ
い
て

質
問　

教
職
員
の
長
時
間
勤
務

が
問
題
化
し
て
い
る
が
、
本
町

の
小
・
中
学
校
教
職
員
の
勤
務

状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る　

質
問　

子
育
て
支
援
の
立
場
か

ら
子
供
た
ち
の
給
食
費
軽
減
に

つ
い
て
の
考
え
を
尋
ね
る

質
問　

本
町
の
県
立
矢
祭
山
公

園
や
戸
津
辺
の
桜
、
滝
川
渓
谷

の
Ｐ
Ｒ
広
報
と
来
訪
者
を
増
や

す
取
り
組
み
と
課
題
に
つ
い
て

尋
ね
る

質
問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
と
課
題

に
つ
い
て
本
町
の
具
体
策
を
尋

ね
る

質
問　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
や

小
・
中
学
校
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
感
染
状
況
と
予
防
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
尋
ね
る

質
問　

２
０
２
５
年
問
題
に
つ

い
て

30

質
問　

町
の
将
来
的
な
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
尋
ね
る

福
祉
・
農
林
・
防
災
行
政鈴木　一議員

質
問　

民
生
委
員
協
力
委
員

（
民
生
委
員
サ
ポ
ー
ト
）に
つ
い
て

質
問　

有
害
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
に
つ
い
て

質
問　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問　

桃
の
木
区
内
の
排
水
溝

の
修
理
に
つ
い
て
尋
ね
る

質
問　

人
口
減
少
対
策
に

つ
い
て

質
問　

防
災
用
自
家
発
電
機
に

つ
い
て

一
般
・
観
光
・
交
通
行
政

質
問　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
・
ス
イ

ン
ピ
ア
矢
祭
へ
の
修
繕
補
助
に

つ
い
て

青砥安彦議員

31



質
問　

矢
祭
町
総
合
戦
略
に

つ
い
て

質
問　

定
期
監
査
の
意
見
書
の

指
摘
事
項
に
つ
い
て

質
問　

観
光
資
源
管
理
計
画
に

つ
い
て

質
問　

舘
山
ラ
ン
ド
展
望
台
を

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
、
考
え
方
を
伺
い
た
い

質
問　

交
通
行
政
に
つ
い
て

質
問　

国
道
１
１
８
号
大
子
沢

か
ら
中
学
校
入
り
口
ま
で
の
歩

道
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
う

一
般
行
政

質
問　

旧
下
関
河
内
小
学
校
・

内
川
小
学
校
・
関
岡
小
学
校

の
民
間
利
用
可
能
性
に
つ
い

て
伺
う

鈴木正美議員

質
問　

利
用
型
町
施
設
の
利

用
状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う

32

質
問　

民
間
地
の
町
購
入
に

つ
い
て
伺
う

郡司浩子議員

保
健
福
祉
・
教
育
・

観
光
・
土
木
・
一
般
行
政

質
問　

高
齢
者
医
療
の
切
り
札

と
も
言
わ
れ
て
い
る
口
腔
ケ
ア

に
つ
い
て
、
今
後
の
町
の
検
診

等
で
も
導
入
を
図
る
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か

質
問　

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

で
提
言
さ
れ
平
成
30
年
度
で
予
算

配
分
さ
れ
た
が
対
象
地
区
や
１
人

当
た
り
の
タ
ク
シ
ー
助
成
回
数
を

ど
の
位
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う

質
問　

子
供
た
ち
の
日
常
生
活

の
技
能
低
下
の
問
題
に
つ
い
て

質
問　

舘
山
ラ
ン
ド
、
展
望
台

の
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

利
用
促
進
に
つ
い
て
伺
う　

33



34

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
各

事
業
は
、
概
ね
良
好
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
次
の

点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

①　

工
事
内
容
、
進
捗
状
況
に

つ
い
て

　

今
回
の
監
査
対
象
と
し
た
各

事
業
は
、
い
ず
れ
も
工
事
設
計

に
基
づ
き
施
工
さ
れ
て
お
り
、

工
事
の
進
捗
状
況
は
、
平
成
30

年
１
月
31
日
現
在
の
も
の
で
あ

る
た
め
、実
際
の
進
捗
状
況
は
、

更
に
進
捗
し
た
状
況
の
工
事
箇

所
が
殆
ど
で
あ
り
、
施
工
の
内

容
に
つ
い
て
も
概
ね
良
好
と
認

め
ら
れ
る
が
、
平
成
30
年
１
月

入
札
、
発
注
の
平
成
29
年
度
舘

山
展
望
台
改
修
工
事
、
平
成
29

年
度
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と

ラ
ン
ド
内
宿
泊
研
修
施
設
修
繕

工
事
に
つ
い
て
は
進
捗
率
０
％

で
あ
る
。

　

主
な
工
事
の
内
容
と
し
て
、

塗
装
工
事
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
工

事
等
、
屋
外
の
工
事
で
あ
る
た

め
、
長
引
く
寒
波
に
よ
る
工
事

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
契
約
期
間
内
に
工
事
完

了
す
る
よ
う
、
請
負
業
者
に
対

し
遺
漏
な
き
対
応
を
図
る
よ
う

督
励
願
い
た
い
。

◎
随
時
監
査
実
施

＜踏査コース＞

・平成 29年度黒助橋橋梁補修工事

・平成 29年度軽費老人ホーム新築工事

・平成 29年度矢祭町保健福祉センター改築工事

・平成 29年度戸塚地区消防屯所建築工事

・平成 29年度ユーパル矢祭防水修繕等工事

・平成 29年度スインピア矢祭屋内プール修繕

・平成 29年度スインピア矢祭トイレ改修

・平成 29年度５０ｍプールサイド改修

・平成 29年度舘山展望台改修工事

・平成 29 年度リフレッシュふるさとランド内宿泊研修

　施設修繕工事

・平成29年度下関河内字下町地区耐震性貯水槽設置工事

・平成 29年度旧下関河内小学校入口交差点改良工事

・平成 29年度内川字栗木平地区耐震性貯水槽設置工事

・平成 29年度あゆのつり橋周辺親水広場整備工事

　

２
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
、
鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
、
緑
川

裕
之
監
査
委
員
は
、
平
成
29
年
度
に
町
が
発
注
し
た
事
業
現
場
を
踏

査
し
工
事
内
容
、
工
事
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
、
監
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

質
問　

馬
渡
戸
地
区
旧
牧
野
共

有
地
の
今
回
の
問
題
に
つ
い
て

質
問　

東
舘
駅
周
辺
総
合
的
整

備
計
画
の
町
の
方
向
性
を
あ
る

程
度
決
め
る
必
要
が
あ
る
か
と

思
う
が
、
そ
の
辺
に
関
し
て
ど

う
か

質
問　

久
慈
川
の
河
川
美
化
促

進
の
支
援
が
県
よ
り
受
け
ら
れ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
方
向
性
に

つ
い
て
伺
う　
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１
日　

平
成
29
年
度
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会
（
ビ
ッ
グ

　
　
　

パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
）

４
日　

矢
祭
町
商
工
会
女
性
部

　
　
　

設
立
50
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　

(

ユ
ー
パ
ル
矢
祭)

７
日　

圏
域
市
町
村
長
及
び
代

　
　
　

表
議
長
会
議
（
白
河
市
）

８
〜
９
日　

随
時
監
査

16
日　

町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

　
　
　

会
ク
ロ
リ
テ
ィ
大
会

21
日　

例
月
出
納
検
査

23
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
員
研
修
会(

塙
厚
生

　
　
　

病
院)

　
　
　

東
白
川
郡
森
林
組
合
第

　
　
　

51
回
通
常
総
会
（
棚
倉

　
　
　

町
「
倉
美
館
」）

26
日　

第
１
回
白
河
広
域
市
町

　
　
　

村
圏
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

（
白
河
市
・
ク
リ
ー
ン

　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
議
室
）

27
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
定
期
総
会
（
福
島
市

　
　
　

杉
妻
会
館
）

２
日　

若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

　
　
　

ー
ト
事
業
表
彰
式

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

11
日　

矢
祭
未
来
想
成
ア
カ
デ

　
　
　

ミ
ー
卒
塾
・
進
級
式

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

12
日　

第
１
回
定
例
会
（
12
日

　
　
　

〜
16
日
）

　
　
　

産
業
常
任
委
員
会

13
日　

矢
祭
中
学
校
卒
業
式

15
日　

予
算
特
別
委
員
会
（
本

　
　
　

会
議
休
会
）

19
日　

こ
ど
も
園
幼
児
教
育
部

　
　
　

修
了
証
書
授
与
式
・
第

　
　
　

３
学
期
終
業
式

20
日　

矢
祭
町
体
育
協
会
総
会

　
　
　

（
役
場
第
１
会
議
室
）

　
　
　

例
月
出
納
検
査

23
日　

矢
祭
小
学
校
卒
業
式

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

１
回
定
例
会
（
塙
町
）

27
日　

矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

　
　
　

会
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

28
日　

小
中
学
校
教
職
員
合
同

　
　
　

離
任
式
（
役
場
第
１
会

　
　
　

議
室
）

29
日　

第
２
回
臨
時
会

２
日　

矢
祭
町
立
小
・
中
学
校

　
　
　

合
同
着
任
式
（
役
場
第

　
　
　

１
会
議
室
）

５
日　

第
１
回
東
白
川
地
方
町

　
　
　

村
議
会
議
長
会
定
例
会

６
日　

小
学
校
・
中
学
校
入
学

　
　
　

式

７
日　

第
４
分
団
第
13
班
消
防

　
　
　

屯
所
竣
工
式
及
び
落
成

　
　
　

式
典
（
戸
塚
農
業
構
造

　
　
　

改
善
セ
ン
タ
ー
）

８
日　

矢
祭
町
消
防
団
役
員
会

　
　
　

（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

９
日　

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
入

　
　
　

園
式

　
　
　

全
員
協
議
会

18
日　

矢
祭
町
商
工
会
第
52
回

　
　
　

通
常
総
会
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）　

　
　
　
　

20
日　

例
月
出
納
検
査

21
日　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
総
会

　
　
　

（
東
京
都
）

23
日　

白
河
地
方
土
地
開
発
公

　
　
　

社
決
算
監
査
（
白
河
市
）

25
日　

矢
祭
町
観
光
協
会
総
会

　
　
　

（
総
合
案
内
施
設
）

27
日　

矢
祭
山
み
ど
り
の
少
年

　
　
　

団
結
団
式
（
矢
祭
小
学

　
　
　

校
体
育
館
）

　
　
　

稚
ア
ユ
の
放
流
（
矢
祭

　
　
　

橋
付
近
）

　
　
　

故
石
澤
壽
子
様
桜
記
念

　
　
　

看
板
除
幕
式
（
あ
ゆ
の

　
　
　

つ
り
橋
付
近
）

　
　
　
　
　
　

　

２
月
23
日
午
後
４
時
か
ら

塙
町
の
塙
厚
生
病
院
会
議
室

に
お
い
て
、
東
白
川
地
方
町

村
議
会
議
員
研
修
会
（
東
白

川
地
方
地
域
医
療
に
関
す
る

研
修
会
）
が
開
催
さ
れ
、
塙

厚
生
病
院 

院
長　

佐
川
恵

一
先
生
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の

地
域
医
療
」
と
題
し
た
講
演

を
拝
聴
し
、
そ
の
後
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
白
川
地
方
町
村
議
会
議
員
研
修
会

〜
東
白
川
地
方
地
域
医
療
に
関
す
る
研
修
会
〜

議
会
の
動
き

み
な
さ
ん
の

　
　

町
政
で
す
‼

　

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
公
開
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
定
例
議
会
は

　
　

６
月
で
す
。

　

２
月
１
日
（
木
）、
郡
山

市
「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
」
に
お
い
て
、
県
内
の

町
村
議
会
議
員
の
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
全
議
員
が

参
加
し
、
明
治
大
学
政
治

経
済
学
部
地
域
行
政
学
科

長
・
教
授
牛
山
久
仁
彦
氏
に

よ
る
「
地
方
分
権
時
代
の
自

治
体
議
会
改
革
」
〜
自
治
体

議
会
と
地
方
創
生
〜
、
政
治

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
泉
宏
氏
に

よ
る
〜
「
３
選
」「
改
憲
」「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
…
難
題
に
直

面
す
る
安
倍
１
強
政
権
〜
と

題
し
た
講
演
を
拝
聴
し
ま
し

た
。

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会



会
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
、
６

月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
毎
年
６
月
１
日

を
中
心
に
一
層
積
極
的
な
啓
発

活
動
を
行
い
、
人
権
思
想
の
普

及
を
図
る
た
め
、
人
権
擁
護
委

員
が
皆
様
の
町
で
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に
限
ら
ず
、
電
話
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
悩
み
ご
と

等
あ
り
ま
し
た
ら
次
の
ダ
イ
ヤ

ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
１
日
（
金
）
午
前

　

10
時
〜
正
午

場
所　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

み
ん
な
の
人
権

　

１
１
０
番
☎
０
５
７
０
‐
０

　

０
３
‐
１
１
０
／
子
ど
も
の

　

人
権
１
１
０
番
☎
０
１
２
０

　

‐
０
０
７
‐
１
１
０
／
女
性

　

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０

　

５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

／
町
民
福
祉
課
町
民
グ
ル
ー

　

プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

５
月
17
日
（
木
）
／

　

６
月
７
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　
（
17
日
）
／
午
後
５
時
〜
午

　

後
８
時

場
所　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館

　

２
階
Ｏ
Ａ
研
修
室
（
17
日
）

　

／
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河（
７
日
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　

２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

　

納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、
他
の

土
地
・
家
屋
の
価
格
と
の
比
較

を
通
じ
て
自
分
の
固
定
資
産
税

の
評
価
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う

か
を
判
断
で
き
る
よ
う
、
縦
覧

帳
簿
に
よ
り
評
価
額
の
比
較
の

た
め
に
必
要
な
範
囲
に
限
り
、

町
内
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
等

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
30
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
、
平
成

30
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
30
年

５
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

所
有
者
の
住
所
、
氏
名
は
個
人

情
報
保
護
の
た
め
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
縦
覧
帳
簿

の
写
し
の
交
付
は
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

自
立
総
務
課
税

　

務
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
２

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
８
日
（
火
）
午
前

　

９
時
〜
正
午

場
所　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議

　

会
問
い
合
わ
せ　

白
河
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
２
１
５

　

５

　

平
成
30
年
度
技
術
海
曹
・
空

曹
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

受
験
資
格　

20
歳
以
上
の
者
で

　

国
家
免
許
資
格
所
得
者
等

受
付
期
間　

５
月
25
日
（
火
ま

　

で
試
験
日　

６
月
22
日
（
日
）

試
験
会
場　

未
定

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

　

今
年
度
も
敬
老
会
に
お
い

て
、
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
お
早
め
に
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
者　

昭
和
43
年
１
月
１
日

　

〜
同
年
12
月
31
日
ま
で
に
結

　

婚
さ
れ
た
夫
婦

受
付
期
間　

７
月
10
日
（
火
）

　

ま
で

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

　

矢
祭
町
に
お
住
ま
い
の
60
歳

以
上
の
方
で
、
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
さ
れ
た
方
な
ら
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
た
く

さ
ん
の
会
員
さ
ん
が
生
き
が
い

づ
く
り
や
社
会
貢
献
の
た
め
に

お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
興
味

が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

主
な
業
務　

除
草
作
業
、
剪
定

　

作
業
、
屋
内
外
清
掃
作
業
、

　

家
事
援
助
、
農
作
業

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

　

５
月
１
日
〜
31
日
ま
で
は
、

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。
総
務
省

で
は
、
矢
祭
町
を
担
当
す
る
行

政
相
談
員
と
し
て
、
中
石
井
在

住
の
金
澤
正
樹
さ
ん
に
委
嘱
し

て
お
り
ま
す
。行
政
相
談
員
は
、

総
務
大
臣
が
委
嘱
す
る
も
の

で
、
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
年

金
事
務
所
な
ど
の
特
殊
法
人
な

ど
の
仕
事
に
つ
い
て
処
理
や
説

明
な
ど
納
得
い
か
な
い
な
ど
の

苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
、

皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関
等
と

の
間
に
立
っ
て
そ
の
解
決
を
促

進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、行
政
相
談
員
は
、

い
つ
で
も
自
宅
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
が
、
次
の
日
程
に
よ

り
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

日
時　

５
月
21
日
（
月
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

町
民
福
祉
課
町

　

民
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
４

　

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委

員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い
て

人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け
ら

れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
30

年
は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
70

周
年
に
当
た
り
ま
す
。
法
務
省

及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

募　
　

集

相　
　

談

土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
制
度

　平成30年４月１日付新採用職員４人の紹
介を今月号の18ページで掲載させていただ
きました。公務に就いてまだ１ヶ月ほどし
か経過していませんが、４人それぞれに力
や個性を発揮しており、即戦力ばかりだな
と感じました。今後も４人は、町のために
一生懸命頑張ると思いますので、町民のみ
なさんどうぞよろしくお願いします。　（海）

人　口 ５,８７９人（－   16）
男 ２,８８７人（－   11）
女 ２,９９２人（－   ５）
世　帯 ２,０５９世帯（＋   １）

人の動き
4月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
石井　常夫 85 満 3 / 31 内　川
藤田　禎一 98 憲一 4 / 2 東　舘
齋藤　秀子 82 孝三 4 / 6 小田川
菊池　昭郎 90 博 4 / 7 戸　塚
石井　常夫 75 フサ子 4 / 11 東　舘
青木　光男 79 光一 4 / 14 関　岡
柳原　達弘 87 栄 4 / 19 関　岡
古市　タミ 96 勝弥 4 / 21 内　川
豊田ナヲ子 80 重夫 4 / 21 宝　坂

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

平成３０年全国山火事防止統一標語
「小さな火　大きな森を　破壊する」

　最近、白河広域圏内において火災が多発しています。気温も上昇し、空気も乾燥
している日が多くなりますので火の取扱いには十分注意し、焚火やタバコのポイ捨

ては絶対に止めましょう。また、外出前、就寝前には今一度火の元を確認すること

を習慣にして矢祭町から火災をださないようご協力お願いします。冬期間お世話に

なった暖房器具もそろそろ一休みです。使用を再開する際に故障や火災の原因とな

らないようしっかり手入れをしてあげてください。火災によって尊い命や貴重な財

産が奪われることは大変悲しいことです。自分自身はもとより家族の命、財産を失

わないために日頃から火災予防に努め、安心安全な街づくりをしていきましょう。

●町内火災・救急件数
（平成30年1月1日～4月15日）

火災件数　 1 件
救急出動　   67 件

消防分署からのお願い

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
を

募
集
し
て
い
ま
す

技
術
海
曹
・
空
曹
を

募
集
し
ま
す

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
該当者はおりませんでした

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略） 救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

固定資産税▶１期
納期限（口座振替日）▶５月３１日（木）

●今月の納税

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
随
時
募
集
中

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

福
島
さ
わ
や
か
行
政
相
談

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

3637



　内川在住の藤田さんご家族。以前にも取材にご協力いただいていたこ
ともあり、ご家族揃って迎えてくれました。ご両親は４人のお子さんた
ちに「思いやりのある優しい子に育ってほしい」と願っているそうです。
子どもたちについて伺うと「兄妹仲良くリビングでゲームやＤＶＤ鑑賞
をしたり、外でサッカーやなわとびをしています。時にはケンカをする
こともありますが、いつの間にか仲直りをしている感じです。」と亜紀
子さんは話します。また、子どもたちにまつわるエピソードを聞くと「４
人とも右利きなのですが、なぜかペットボトルのフタを開ける時など力
を入れなければならない時には全員左手を使うんですよ。」とご両親が
微笑みながら教えてくれました。そんな４兄妹と一緒に、ご両親はこれ
からも笑顔の絶えない家庭を築きます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター5

家族と一緒に
Interview With the f amily

お子さん　藤田凜
りん

くん（14）　萌
も え

愛ちゃん（12）　圭
けい

くん（6）　彩
さ え

愛ちゃん（1）
お父さん　幸司さん　　お母さん　亜紀子さん　

【内川在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課

TEL0247
‐46

‐3131FAX0247
‐46

‐3155
H
.P.Add http://w

w
w
.tow

n.yam
atsuri.fukushim

a.jp/

住
所
/〒
963―5192 福

島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
東
舘
字
舘
本
66番

地
E-m
ail soum

u-g@
tow
n.yam

atsuri.fukushim
a.jp

印
刷
/塙
町
本
町
佐
藤
印
刷
所

5
M
ay

2018
広
報

Public 
Relations
Yam

atsuri

人
が
輝
き
  ま
ち
が
輝
き
  明
日
に
輝
く
  や
ま
つ
り
町

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん３００円温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成30年 6月 30 まで
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上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：平成30年 6月 30日まで
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曜日・時間の区分はありません
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日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

 ●心の健康相談会
　保セ（13：00～16：00）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）
●６か月児健康相談
　保セ（9：30～9：40）
●リトミック
　保セ（10：30～11：00）
●カンガルーくらぶ

●母親学級
　塙（13：30～15：30）
●11か月児健康相談・
　 歯科クリニック
　保セ（13：00～13：10）

●生涯学習合同開級式
　 山開（9：00 ～）

○金澤医院☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

13 14 15 16 17 18 19
●３か月児健康診査
　塙（13：30～13：40）

●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）
●マミーサロン　
　保セ（10：00～15：00）

●母親学級　　　
　塙（13：30～15：30）
●２歳児歯科健診
　保セ（13：00～13：10）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20 21 22 23 24 25 26
●矢祭読書の日 ●家族の相談会

　    保セ（13：00～16：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級　　　
　塙（13：30～15：30）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 29 30 31 6/1 2
●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

3 4 5 6 7 8 9
●さわやかサイクリング
●久慈川第一漁協あゆ釣解禁日

●運動教室　　　
　保セ（10：00～11：00）

●母親学級
　塙（13：30～15：30）
●１歳６か月児健康診査
　保セ（13：00～13：10）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


